
JP 2014-200516 A 2014.10.27

10

(57)【要約】
【課題】炊飯器本体内部に浸入した水分によって電気回
路部品で短絡を引き起こすおそれを低減できる、安全性
の高い炊飯器を得ること。
【解決手段】被調理物を入れる内鍋と、内鍋収容部を有
する炊飯器本体２０と、内鍋収容部を覆う蓋体１０と、
蓋体を炊飯器本体に回動可能に取り付けるヒンジ機構３
１と、加熱手段と制御手段と電源回路と操作手段とを備
えた炊飯器であって、炊飯器本体内のヒンジ機構の下部
に、絶縁性の保護部材で少なくともその一部が覆われた
、第１の電気回路部品４１、４２と第２の電気回路部品
５１、５２とを有し、第１の電気回路部品を覆う第１の
保護部材４３と、第２の電気回路部品を覆う第２の保護
部材５３とが、所定の間隔を隔てて対向して配置されて
いる。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被調理物を入れる内鍋と、
　前記内鍋を取り出し可能に収容する内鍋収容部を有する炊飯器本体と、
　前記内鍋収容部を覆う蓋体と、
　前記蓋体を前記炊飯器本体に回動可能に取り付けるヒンジ機構と、
　前記内鍋を加熱する加熱手段と、前記加熱手段を制御して炊飯プログラムを実行する制
御手段と、前記加熱手段および前記制御手段を含む負荷回路を動作させるための電力を供
給する電源回路と、ユーザが前記制御手段による制御内容を指示するための操作手段とを
備えた炊飯器であって、
　前記炊飯器本体内の前記ヒンジ機構の下部に、絶縁性の保護部材で少なくともその一部
が覆われた、第１の電気回路部品と第２の電気回路部品とを有し、
　前記第１の電気回路部品を覆う第１の保護部材と、前記第２の電気回路部品を覆う第２
の保護部材とが、所定の間隔を隔てて対向して配置されていることを特徴とする炊飯器。
【請求項２】
　前記第１の保護部材と前記第２の保護部材との間隙が、前記炊飯器本体内部に形成され
た排水経路の一部を構成する請求項１に記載の炊飯器。
【請求項３】
　前記炊飯器本体部の後方に、内部の電気回路部品を交換可能に装着できる背面突出部を
さらに備え、
　前記背面突出部内に前記第１の電気回路部品が配置され、前記背面突出部に隣接する前
記炊飯器本体内に、前記第２の電気回路部品が配置されている請求項１または２に記載の
炊飯器。
【請求項４】
　前記第１の電気回路部品が前記第１の保護部材の内部に装着され、前記第１の電気回路
部品が装着された前記第１の保護部材が、前記背面突出部の外殻筐体に固着され、前記第
１の保護部材が固着された前記背面突出部の前記外殻筐体が、前記炊飯器本体の後方に着
脱可能に固着される請求項３に記載の炊飯器。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は炊飯器に関し、特に、本体内部に配置された電気回路基板の短絡等による故障
を効果的に防止し得る炊飯器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、炊飯器は、内鍋の周囲に配置された温度センサにより検出された内鍋温度に基づ
いて、加熱手段であるＩＨコイルやヒータへの通電電流をマイクロコンピュータ（マイコ
ン）によって制御し、吸水工程、昇温工程、炊き上げ工程（沸騰工程）、追い炊き工程、
むらし工程という炊飯工程それぞれにおいて内鍋の温度を細かく調整することで、炊飯量
や環境温度の変化に左右されずにおいしいお米を炊くことができるようになっている。ま
た、通常の炊飯に限られず、おかゆや炊き込みご飯などの各種の炊飯メニューを備えたも
の、さらには、パン焼きメニューや、ポトフ、シチューなどの調理メニューを備えた炊飯
器も実用化されている。
【０００３】
　炊飯器においては、調理中や保温中に生じた水蒸気が蓋の内側に露として付着し、調理
完了後に蓋をあけて調理物を取り出す際に、この露が蓋を開閉可能に固定するヒンジ機構
が配置された部分近傍に垂れてしまうという課題を有している。また、炊飯過程で生じた
おねばが、蓋の内側から内鍋の周囲に垂れてしまうこともある。
【０００４】
　このような、蓋を開けた際に垂れる露やおねばなどの水分が、蓋の開閉機構部分などか
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ら炊飯器本体内部に浸入すると、本体内部に配置された電気回路基板で短絡が生じるなど
炊飯器の故障の原因となってしまうおそれがある。
【０００５】
　そこで、蓋解放時に露が炊飯器本体内に浸入して電気回路基板での短絡が生じることを
防止するために、内鍋を収容する内鍋収容部の上部開口部の周囲部分にカバーを配置し、
当該カバーのヒンジ機構近傍部分に凹所を形成して垂れた露などを受け止めるとともに、
ヒンジ機構を覆う第２のカバーを配置して、露などの炊飯器本体内部への浸入を防止する
構成を備えた炊飯器が提案されている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００２－２７２５９７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記従来の炊飯器では、蓋から垂れた露やおねばなどを、内鍋収容部上部の周囲に配置
されたカバーで受け止めることができるため、内鍋の周囲に垂れた露などが機器本体内部
へ浸入することを防ぐことができ、また、使用後のお手入れをし易くすることができる。
【０００８】
　しかし、蓋の内側に付着した露の全てが内鍋収容部の周囲側に落下若しくは伝わるので
はなく、少なくとも一部はヒンジ機構の側面部分や後方部分を伝って炊飯器本体へと移動
する。特に、蓋を後方に少し倒れる状態まで完全に開放した場合には、一定量以上の水分
が炊飯器本体の背面側へと回り込むことが考えられる。このように、炊飯器本体の後方側
へ回った水分は、上記従来の炊飯器のカバーでは受け止めることができないため、従来の
炊飯器の構成では、蓋の内側についた露などの水分が炊飯器本体内部に浸入して電気回路
基板で短絡を引き起こすおそれを完全には排除することができない。
【０００９】
　本開示は、このような従来の炊飯器における課題を解決するものであり、蓋の内側につ
いた露などの水分が、炊飯器本体内部に浸入して電気回路部品で短絡を引き起こすおそれ
を低減することができる、より安全性の高い炊飯器を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するため、本開示の炊飯器は、被調理物を入れる内鍋と、前記内鍋を取
り出し可能に収容する内鍋収容部を有する炊飯器本体と、前記内鍋収容部を覆う蓋体と、
前記蓋体を前記炊飯器本体に回動可能に取り付けるヒンジ機構と、前記内鍋を加熱する加
熱手段と、前記加熱手段を制御して炊飯プログラムを実行する制御手段と、前記加熱手段
および前記制御手段を含む負荷回路を動作させるための電力を供給する電源回路と、ユー
ザが前記制御手段による制御内容を指示するための操作手段とを備えた炊飯器であって、
前記炊飯器本体内の前記ヒンジ機構の下部に、絶縁性の保護部材で少なくともその一部が
覆われた、第１の電気回路部品と第２の電気回路部品とを有し、前記第１の電気回路部品
を覆う第１の保護部材と、前記第２の電気回路部品を覆う第２の保護部材とが、所定の間
隔を隔てて対向して配置されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本開示の炊飯器は、蓋体を回動可能に取り付けるヒンジ機構の下部に配置された、第１
の電気回路部品と第２の電気回路部品との少なくともその一部を覆う第１の保護部材と第
２の保護部材とが、所定の間隔を隔てて互いに対向して配置されている。このため、ヒン
ジ機構部分の周囲から炊飯器本体内部に水分が浸入した場合でも、浸入した水分を保護部
材の間の間隙を伝わらせることができるので、回路基板で短絡が生じるおそれを低減した
安全性の高い炊飯器を実現することができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本実施形態にかかる炊飯器の外観を示す斜視図である。
【図２】本実施形態にかかる炊飯器の蓋体を開けた状態を示す斜視図である。
【図３】本実施形態にかかる炊飯器の内部構成の概略を示す断面図である。
【図４】本実施形態にかかる炊飯器の背面側の構成を示す一部分解斜視図である。
【図５】本実施形態にかかる炊飯器の炊飯器本体後方の背面突出部の構成を示す、一部分
解斜視図である。
【図６】本実施形態にかかる炊飯器の炊飯器本体後方部分の内部構成を示す要部断面図で
ある。
【図７】本実施形態にかかる炊飯器からの電源ノイズの漏洩を低減する構成を説明するた
めの図である。
【図８】本実施形態にかかる炊飯器からの電源ノイズの漏洩を低減する構成を説明する要
部断面図である。
【図９】本実施形態にかかる炊飯器からの電源ノイズの漏洩を低減する他の構成を説明す
るための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本開示の炊飯器は、被調理物を入れる内鍋と、前記内鍋を取り出し可能に収容する内鍋
収容部を有する炊飯器本体と、前記内鍋収容部を覆う蓋体と、前記蓋体を前記炊飯器本体
に回動可能に取り付けるヒンジ機構と、前記内鍋を加熱する加熱手段と、前記加熱手段を
制御して炊飯プログラムを実行する制御手段と、前記加熱手段および前記制御手段を含む
負荷回路を動作させるための電力を供給する電源回路と、ユーザが前記制御手段による制
御内容を指示するための操作手段とを備えた炊飯器であって、前記炊飯器本体内の前記ヒ
ンジ機構の下部に、絶縁性の保護部材で少なくともその一部が覆われた、第１の電気回路
部品と第２の電気回路部品とを有し、前記第１の電気回路部品を覆う第１の保護部材と、
前記第２の電気回路部品を覆う第２の保護部材とが、所定の間隔を隔てて対向して配置さ
れている。
【００１４】
　本開示の炊飯器は、上記構成を備えることで、ヒンジ機構の周囲部分の特に炊飯器本体
の後方側から炊飯器本体内部に水分が浸入した場合でも、浸入した水分を第１の保護部材
と第２の保護部材との間の間隙を伝って流れさせることができる。このため、炊飯器本体
内部に浸入した水分によって電気回路部品に短絡が生じるおそれを効果的に低減すること
ができる。
【００１５】
　上記本開示にかかる炊飯器において、前記第１の保護部材と前記第２の保護部材との間
隙が、前記炊飯器本体内部に形成された排水経路の一部を構成することが好ましい。この
ようにすることで、炊飯器本体に浸入した水分をより確実に２つの保護部材の間に誘導し
て、電気回路部品の短絡を防止することができる。
【００１６】
　また、前記炊飯器本体部の後方に、内部の電気回路部品を交換可能に装着できる背面突
出部をさらに備え、前記背面突出部内に前記第１の電気回路部品が配置され、前記背面突
出部に隣接する前記炊飯器本体内に、前記第２の電気回路部品が配置されていることが好
ましい。このようにすることで、複数の使用に対応した電気回路部品を備えた炊飯器を、
高い安全性を維持して実現することができる。
【００１７】
　さらに、前記第１の電気回路部品が前記第１の保護部材の内部に装着され、前記第１の
電気回路部品が装着された前記第１の保護部材が、前記背面突出部の外殻筐体に固着され
、前記第１の保護部材が固着された前記背面突出部の前記外殻筐体が、前記炊飯器本体の
後方に着脱可能に固着されることが好ましい。このようにすることで、第１の電気回路部
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品の高い防水性と着脱容易性とを実現することができる。
【００１８】
　以下、本開示にかかる炊飯器について、具体的な実施形態を用いて説明する。
【００１９】
　図１は、本実施形態の炊飯器の外観を示す斜視図である。
【００２０】
　本実施形態の炊飯器は、図１に示すように、米と水、具入り炊飯モードでは野菜や豆類
、肉類などの各種の具である被炊飯物、さらには、炊飯以外の各種調理メニューに対応す
る場合には被調理物を入れる図１では図示しない内鍋と、この内鍋を収容することができ
る炊飯器本体２０と、炊飯器本体２０の上部開口を開閉自在に閉塞できる蓋体１０とを有
している。
【００２１】
　蓋体１０の表面側である外面には、ユーザが炊飯器に各種設定を与えるための操作部１
１が配置されている。
【００２２】
　操作部１１には、ユーザが調理するメニューの選択や火加減、保温工程の保温設定時間
などを選択するための複数のメニューボタン１２と、調理の開始や予約操作、操作の取消
などを指示するための複数の操作ボタン１３が配置されている。また、メニューボタン１
２や操作ボタン１３での選択状況や、調理状態や残り時間、タイマーの設定状況などの炊
飯器の状態等を表示する、液晶パネルその他の画像表示パネルにより形成された表示部１
４が配置されている。
【００２３】
　本実施形態の炊飯器は、一例として内鍋内部の圧力を調整して炊飯を行う圧力炊飯が可
能な炊飯器を例示しているため、蓋体１０には、蓋体１０が閉じた状態で内鍋内部の圧力
を調整可能な図示しない圧力弁が配置されている。また、蓋体１０外面後方側部分には、
圧力弁が開放されている際に内鍋内部で発生した蒸気が放出される蒸気放出口１５を備え
た調圧キャップ１６が配置されている。
【００２４】
　蓋体１０外面の手前側には、ロックボタン１７が設けられ、蓋体１０が閉じている状態
でロックボタン１７を押し込むと、蓋体１０のロックが外れ、後述するバネ機構により蓋
体１０が後方側、すなわち、図１における右奥側に開くようになっている。
【００２５】
　また、炊飯器本体２０には、炊飯器全体を持ち運び可能とするハンドル２１が設けられ
ている。
【００２６】
　図２は、本実施形態にかかる炊飯器の、蓋体１０を開けた状態を示す斜視図である。
【００２７】
　蓋体１０の内面側、すなわち、炊飯器本体２０に形成された内鍋３０を収容する内鍋収
容部２２と対向する面には、内鍋３０の開口を覆う内蓋１８が着脱可能に配置されている
。なお、内蓋１８の中央部には、蓋体１０の表面側に形成された調圧キャップ１６に形成
された蒸気放出口１５（図１参照）に繋がる調圧口１８ａが形成されている。また、内蓋
１８の周囲には、内鍋３０の上面に形成された平面部分３０ａと密着して炊飯工程におけ
る内鍋３０内部の圧力を保持する内蓋パッキン１８ｂが配置されている。
【００２８】
　蓋体１０内面の前方部分には、炊飯器本体２０の上面前方部分に形成されたフック部２
３と係合するロックピン１９が形成されている。ロックピン１９は、図１で説明した蓋体
１０外面のロックボタン１７と連動して、蓋体１０と炊飯器本体２０とのロックとその解
除とを行う。
【００２９】
　炊飯器本体２０の内鍋収容部２２に収容された内鍋３０を容易に取り出すことができ、
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かつ、蓋体１０が開いた状態をより容易に維持できるように、蓋体１０は炊飯器本体２０
の上面に対して略垂直、またはそれ以上の角度、すなわち蓋体１０が少し後方側に倒れた
状態となるまで開くことができるようになっている。
【００３０】
　炊飯や各種の調理直後に蓋体１０を開けると、内蓋１８の表面に付着していた水蒸気が
冷やされた露や、炊飯過程で生じたおねばなどが、内蓋１８の表面から蓋体１０の内側表
面を伝って炊飯器本体２０の上面に落ちることになる。このため、炊飯器本体２０上面の
内鍋収容部２２の周囲部分には、継ぎ目のない一枚状の上面プレート２４が配置されてい
る。また、上面プレート２４の外周部分にはリブ２４ａが形成されていて、上面プレート
２４上に落ちた露などの水分やおねばなどを受け止めることができるようになっている。
【００３１】
　図３は、本実施形態にかかる炊飯器の断面構成を示す断面図である。なお、図３は、本
実施形態にかかる炊飯器の本開示に関連する部材同士の位置関係を示すための図であるた
め、各部材内部の詳細構成は省略して示している。
【００３２】
　図３に示すように、蓋体１０が閉じた状態で炊飯器本体２０の内鍋収容部２２内に配置
された内鍋３０の上面を、蓋体１０の内面に配置された内蓋１８が覆っている。
【００３３】
　蓋体１０の外面後方に配置された調圧キャップ１６の下方には、蓋体１０を炊飯器本体
２０に対して回動可能に取り付けるヒンジ機構３１が配置されている。蓋体１０上面の前
方側に配置されたロックボタン１７を押下することで、蓋体１０と炊飯器本体２０とを係
合しているロック機構が開放され、蓋体１０はヒンジ機構３１のヒンジ軸３１ａを中心と
して回動して、図２に示したように上方に開く。なお、蓋体１０の内蓋１８と調圧キャッ
プ１６間には、炊飯時に内鍋内部の圧力を調整する調圧機構や、温度センサなどが配置さ
れている。また、蓋体１０から内鍋３０内部を加熱する蓋ヒータが配置される場合などが
あるが図３ではこれらの図示は省略している。
【００３４】
　ヒンジ機構３１が配置された部分は、炊飯器本体２０の背面側に配置されたヒンジカバ
ー２５により覆われている。
【００３５】
　図４は、本実施形態にかかる炊飯器を斜め後方から見た斜視図である。図４では、ヒン
ジカバー２５を分離した状態で示している。また、ヒンジカバー２５で覆われるヒンジ機
構３１部分を示すために、ハンドル２１は省略して示している。
【００３６】
　ヒンジ機構３１は、蓋体１０を炊飯器本体２０に取り付ける部分であるため、蓋体１０
と炊飯器本体２０とを組み合わせた状態で、外側からヒンジカバー２５で覆われることに
なる。本実施形態の炊飯器においてヒンジ機構３１は、固定部が炊飯器本体２０に固着さ
れ、可動部が蓋体１０に固着された状態で両部材が回動するようになっている。このため
、ヒンジ機構３１と蓋体１０とを接続する支持部材３２が可動時にヒンジカバー２５に当
たってしまうことがないように、ヒンジカバー２５には可動部分との衝突を回避するスリ
ット２５ａが形成されている。
【００３７】
　なお、ロックボタン１７を押下してロックを解除した際に、蓋体１０が炊飯器本体２０
に対して自動的に回動し、かつ、図２に示した蓋体１０が開いた状態を容易に保持できる
ように付勢するため、ヒンジ機構３１のヒンジ軸３１ａ（図３参照）の周囲にはバネ機構
としてのコイルバネ３３が配置されている。
【００３８】
　図３、および、図４に示すように、本実施形態の炊飯器では、炊飯器本体２０の後方部
分に後方側に突出した背面突出部２６を備えている。そして、この背面突出部２６の内部
に第１の回路配置領域２７が、また、炊飯器本体２０のヒンジ機構３１の下部に第２の回
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路配置領域２８が形成されている。なお、第２の回路配置領域２８の下部には、第２の回
路配置領域に配置された電気回路部品を冷却するためのファン２９が配置されている。
【００３９】
　上述のように、図３では詳細な図示を省略しているが、炊飯器本体２０の内鍋収容部２
２の周囲には、内鍋３０を加熱するためのＩＨヒータをはじめとする各種のヒータ、内鍋
３０の重量や温度を測定するためのセンサ部材等が配置されているため、電気回路部品を
配置するための十分なスペースを確保しにくい。また、炊飯器本体２０の内鍋収容部２２
の前方側に電気回路部品を構成する回路基板を配置するスペースを形成すると、結果とし
て炊飯器本体２０の前端部と内鍋収容部２２との間隔が大きくなり、ユーザが内鍋３０の
取り出しや挿入、内鍋内部の被調理物の投入や取り出しなどを行う際の取り扱いが不便と
なる。このため、炊飯器本体２０の内部に回路基板などの電気回路部品を配置するための
回路配置領域を確保する場合には、図３に示すように炊飯器本体２０の後方側が選択され
ることが多い。
【００４０】
　また、操作部１１、各種センサ、蓋ヒータなどの蓋体１０に配置された各種の電気回路
部品との接続ケーブルが、ヒンジ機構３１の近傍で蓋体１０から炊飯器本体に導入される
ものであることや、商用電源と接続するための電源コードも炊飯器本体２０の後方に配置
されることが多く（図４では電源コードを引き出す開口部３４のみを表示）、この点から
も炊飯器本体２０の後方側に電気回路部品を配置することが好ましい。
【００４１】
　さらに、例えば仕向地別にＩＨコイルからの発振ノイズを低減するノイズフィルター回
路や電源回路を変更する場合には、炊飯器本体２０と分離された外殻筐体を設けてその内
部に仕向地別の仕様の異なる電気回路部品を交換容易に配置することが好ましいが、この
ような交換可能な電気回路部品の収納部としては、本実施形態の炊飯器のように炊飯器本
体の後方側に設けられた背面突出部を用いることが好適である。
【００４２】
　以上のような観点を踏まえ、本実施形態の炊飯器では、上記のように炊飯器本体２０の
後方に背面突出部２６を形成し、背面突出部２６内とこれと隣接する炊飯器本体２０内の
後方側の部分に第１の回路配置領域２７と第２の回路配置領域２８を形成している。
【００４３】
　以下、図５および図６を用いて、本実施形態の炊飯器における回路配置領域に配置され
た電気回路部品の構成を説明する。
【００４４】
　図５は、本実施形態の炊飯器を後方から見た斜視図であり、背面突出部２６の外殻を構
成する外殻筐体２６ａと、背面突出部２６内に配置される第１の電気回路部品を含む第１
の電気回路ユニット４０とを分離させた状態で示している。また、図６は、炊飯器本体２
０後方側のヒンジ部３１下方部分と背面突出部２６部分の断面構成を示す要部拡大断面図
である。
【００４５】
　図５および図６に示すように、炊飯器本体２０の後方の背面突出部２６内部には、第１
の電気回路ユニット４０が配置されている。第１の電気回路ユニット４０は、第１の回路
基板４１上に複数の電気回路素子４２が配置された第１の電気回路部品と、この第１の電
気回路部品を側面側から覆うように配置された、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）
、ポリプロピレン（ＰＰ）などの絶縁性の樹脂部材により形成された第１の保護部材４３
から構成されている。なお、本実施形態の炊飯器の場合、仕向地向けに対応した複数の仕
様を有しているために適宜交換可能な電気回路部品として、第１の電気回路部品４０は外
部電源への漏洩ノイズを低減するノイズフィルター回路が搭載されたフィルター回路基板
としている。このため、第１の電気回路部品を覆う第１の保護部材４３を、以下適宜フィ
ルター基板カバーとも称することとする。
【００４６】
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　一方、炊飯器本体２０の後方部分のヒンジ機構３１の下部には、第２の電気回路ユニッ
ト５０が配置されている。第２の電気回路ユニット５０は、第２の回路基板５１上に複数
の電気回路素子５２が配置された第２の電気回路部品と、この第２の電気回路部品を側面
側から覆うように配置された、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリプロピレン
（ＰＰ）などの絶縁性の樹脂部材により形成された第２の保護部材５３から構成されてい
る。なお、本実施形態の炊飯器の場合、ヒンジ部３１の下方に炊飯器全体の動作制御を行
う制御回路基板を配置している。このため、第２の電気回路部品を覆う第２の保護部材５
３を、以下適宜制御基板カバーとも称することとする。
【００４７】
　図５、図６に示すように、第１の電気回路ユニット４０を構成するフィルター基板カバ
ー４３は、背面突出部２６内に配置された状態のフィルター回路基板の少なくとも側面と
上方とを覆う形状をしていて、その内部にフィルター回路基板の少なくとも第１の回路基
板４１を収容できる形状となっている。また、図６に示すように、第２の電気回路ユニッ
ト５０を構成する制御基板カバー５３は、炊飯器本体２０内部に配置された状態での制御
回路基板の側面と上方とを覆う形状をしていて、その内部に制御回路基板を構成する第２
の回路基板５１とその上に搭載された電気回路素子５２とを収容できる形状となっている
。そして、フィルター基板カバー４３の第１の回路基板４１に対向する面の背面側の外側
面４３ａと、制御基板カバー５３の第２の回路基板５１と対向する面の背面側の外側面５
３ａとが、所定の間隔６１を隔てて互いに対向するように配置されている。
【００４８】
　上述したように、炊飯器本体２０の内鍋収容部２２の周囲の上面部分には、蓋体１０の
内蓋１８から垂れた露やおねばなどが炊飯器本体２０の内部に入らないように、上面プレ
ート２４が配されているが、内蓋１８から落下する水分量が多い場合には上面プレート２
４周囲のリブ２４ａを超えた水分が炊飯器本体２０の後方側に回り込む場合がある。また
上記したように、蓋体１０を最大限に開けた状態では、蓋体１０が少し後方側に倒れる状
態となるため、蓋体１０の内蓋１８に付着した水分が上面プレート２４上に落下せず、ヒ
ンジ部分を介して炊飯器本体２０の後方側に伝わる場合がある。ここで、炊飯器本体２０
の背面側の上部に配置されているヒンジカバー２５は、上述したように、ヒンジ機構３１
の可動性を確保するためにスリット２５ａが形成されているため、蓋体１０から伝わった
水分がこのスリット２５ａなどの開口部分から炊飯器本体２０の内部に浸入することを完
全に防止することはできない。
【００４９】
　本実施形態の炊飯器では、ヒンジ機構３１の下部に配置された第１の電気回路ユニット
４０と第２の電気回路ユニット５０とが、いずれも絶縁性の部材により構成された第１の
保護部材４３と第２の保護部材５３に覆われているため、ヒンジカバー２５部分から水分
が浸入した場合でも、電気回路基板に水分が触れて短絡を引き起こすという問題を回避す
ることができる。
【００５０】
　このとき、図６に矢印として示すように、ヒンジ機構３１下側の空間６２から、フィル
ター基板カバー４３と制御基板カバー５３との間隙部分６１、さらに、その下方に形成さ
れた背面突出部２６下方に設けられた開口６３や、炊飯器本体２０の底面板に形成された
開口６４とが、炊飯器本体２０の内部に浸入した水分の排水経路６５を形成している。こ
のため、炊飯器本体２０の内部に浸入した水分を電気回路部品に触れさせること無く、炊
飯器本体２０の外部に確実に排水することができる。このようにすることで、例えば長期
間の使用によって炊飯器本体２０内部へと浸入した水分量が多くなった場合でも、炊飯器
本体２０の内部に水分が溜まることを回避して電気回路部品での短絡の発生を一層確実に
防止することができる。
【００５１】
　なお本実施形態の炊飯器では、上記したようにフィルター基板カバー４３と制御基板カ
バー５３とを、いずれも電気回路部品の側面と上方の少なくとも炊飯器本体２０内部に浸
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入した水分の浸水経路側とを覆う形状とすることで、電気回路部品に水分が触れて短絡な
どの問題が生じることを防止している。しかし、第１の保護部材および第２の保護部材は
、上記例示したフィルター基板カバー４３および制御基板カバー５３の形状に限定される
ものではなく、少なくとも、炊飯器本体２０内部に浸入した水分が電気回路部品に触れる
ことがないように少なくともその一部分を覆う形状であればよい。したがって、第１の保
護部材および第２の保護部材としては、保護する電気回路部品が炊飯器の内部に配置され
た状態での側面のみを覆う形状や、上方から側面の上半分部分を覆う形状とするなど、さ
まざまな形状を採用することができる。
【００５２】
　また、本実施形態の炊飯器では、上述のようにフィルター基板カバー４３と制御基板カ
バー５３との間隙部分６１を炊飯器本体２０の内部に浸入した水分の排水経路６５の一部
を形成するようにしている。このため、制御基板カバー５３の上方に、制御基板カバー５
３と同じく絶縁性の樹脂部材により形成された排水ガイド部材である上カバー５４を配置
している。上カバー５４に、制御基板カバー４３の上面部分を覆うような傾斜部５４ａを
設けることで、炊飯器本体２０の内部に入り込んだ水分が、制御基板カバー５３の上面で
不所望に回り込むなどして、制御基板カバー５３内部に配置された第２の電気回路部品に
触れて短絡を引き起こすことを防止している。
【００５３】
　さらに、上カバー５４の平面部５４ｂの配置位置を、フィルター基板カバー４３の上面
部分４３ｂよりも低い位置に設けるとともに、フィルター基板カバー４３の上面部分４３
ｂを間隙６１側に対してわずかに傾斜した形状とすることで、排水経路６５を通過する水
分が多い場合でも、フィルター基板カバー４３の上面から第１の電気回路部品側に水分が
不所望に回り込むことを防止している。また、フィルター基板カバー４３自体を、背面突
出部２６の外殻筐体２６ａの炊飯器本体２０側の端部よりも外殻筐体２６ａの内部側に位
置させることにより、炊飯器本体２０の外殻筐体２０ａと背面突出部２６の外殻筐体２６
ａとの当接部分から不所望に水分が浸入した場合でも、この水分が第１の電気回路部品に
触れて短絡を引き起こすことを防止している。
【００５４】
　以上のように、本実施形態にかかる炊飯器では、炊飯器本体２０の内部に水分が浸入し
た場合でも、浸入した水分が電気回路部品に触れて短絡を生じさせることを、一層確実に
防止することができる。
【００５５】
　なお本実施形態の炊飯器においては、第１の電気回路ユニット４０は、フィルター基板
カバー４３に第１の回路基板４１をネジ４４で固着し、さらに、第１の回路基板４１が固
着されたフィルター基板カバー４３をネジ４５によって、背面突出部２６の外殻筐体２６
ａの内部に固着するようにしている。このようにすることで、背面突出部２６の外殻筐体
２６ａを交換することで、内部の第１の回路配置領域２７に配置される電気回路部品を所
望のものと交換することができる。
【００５６】
　また第１の電気回路部品と同様に、制御基板カバー５３に第２の回路基板５１を固着し
た後、第２の回路基板５１が固着された制御基板カバー５３を炊飯器本体２０内部の図示
しない固着部材に固着することで、フィルター基板カバー４３と制御基板カバー５３とを
、所定の間隔を保った状態で互いに対向させて配置することが容易に実現できる。
【００５７】
　以上本実施の形態では、炊飯器本体２０の背面側に背面突出部が形成され、その内部に
第１の電気回路ユニット４０が配置された構成を例示して説明したが、本開示の技術が適
用される炊飯器は背面突出部を備えたものに限られるものではなく、炊飯器本体２０のヒ
ンジ部３１の下方に、２つの電気回路ユニットが配置された炊飯器に広く適用することが
できる。また、第１の電気回路ユニットと第２の電気回路ユニットとして、それぞれの電
気回路ユニットに含まれる電気回路部品が発揮する機能は、上記例示したものに限られな
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い。さらに、少なくとも２つの電気回路ユニットを備える構成であれば本開示の技術を適
用することができ、３つ以上の電気回路ユニットがヒンジ部の下方に配置される構成を排
除するものではない。
【００５８】
　次に、図７～図９を用いて、第１の電気回路ユニット４０におけるＩＨコイルからの漏
洩ノイズを低減するノイズフィルター回路の、第１の回路基板４１上の配置構成について
説明する。
【００５９】
　図７は、本実施形態にかかる炊飯器を、後方やや下側から見た斜視図である。図７では
、炊飯器本体２０の底面部分の内部構成と第１の回路基板４１上の回路配置とを示すため
に、炊飯器本体２０の外殻を構成する部材の一つである底面を覆う底面カバーと、後方突
出部２６の外殻筐体２６ａを取り除いた状態を示している。
【００６０】
　図７に示すように、本実施形態のノイズフィルター回路は、第１の回路基板４１上の中
心線４６に対して、内鍋３０を加熱する加熱手段の一つであるＩＨコイルの制御基板との
接続部７１とは反対の側に、雑音コンデンサ７２や、外部の商用電源から電気を得るため
の電源コード７５の機器内部部分７４に接続される接続端子７３を配置している。
【００６１】
　このようにすることで、漏洩ノイズの発生箇所となるＩＨコイルの接続端子７１部分と
、ＩＨコイルからの漏洩ノイズを低減する回路部品である雑音コンデンサ７２、また、ノ
イズが外部へと漏出する経路である電源端子７３との距離を最大限に確保できるため、求
められる漏洩ノイズレベルをクリアすることがより容易となる。
【００６２】
　さらに、図８に示すように、図８では白抜き矢印を用いて表示するＩＨコイルの接続端
子が配置されている位置７１と、背面突出部２６内部に配置された、雑音コンデンサ７２
や図８では図示しない電源端子が配置されたフィルター基板４１との間に、アルミ板７６
などの金属板からなる遮蔽部材を配置することで、より効果的に外部へのノイズの漏洩を
低減することができる。
【００６３】
　なお、炊飯器の電源コードとしては、上記実施形態として例示してきた炊飯器本体から
電源コードが直接延出する形態の他に、炊飯器本体に設けられたインレットに電源コード
の本体側接続プラグを差し込む形態のものがある。このような場合には、図９に示すよう
に、第１の回路基板４１の中心線４６に対して、ＩＨコイル接続端子７１が配置されてい
る側とは反対の側に、インレット７７を配置することが好ましい。
【００６４】
　なお、上記説明では、フィルター基板４１に配置される雑音コンデンサ７２、電源端子
７３、さらにインレットに接続するタイプの電源コードを用いた場合にはインレット７７
を、いずれもフィルター基板４１の中心線４６に対して、ＩＨコイルの接続端子７１が配
置されている側とは反対の側に配置する例を示した。しかし、フィルター基板４１におけ
る回路配置設計上の制約で、これら全ての部材を中心線４６に対してＩＨコイルの接続端
子７１配置側とは反対の側に配置することができない場合には、これらの回路部品の内の
いずれかだけでもＩＨコイルの接続部７１とは反対の側に配置することで、漏洩ノイズの
低減効果や電源コードからのノイズの漏洩を防止する効果を向上させることができる。
【００６５】
　以上本実施形態では、圧力炊飯方式が採用された炊飯器を例に本開示の技術を説明した
が、圧力炊飯方式を採用していない炊飯器に本開示の技術を採用することができることは
言うまでもない。また、蓋体の外面前方側に操作部を配置した構成など、上記例示した炊
飯器の構成はあくまでも一例であって、本開示の技術を適用できる炊飯器の構成、全体形
状を限定するものではない。
【産業上の利用可能性】
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【００６６】
　本開示の炊飯器は、内蓋に付着した露などの水分が炊飯器本体の後方側から回り込んで
炊飯器本体内部に浸入した場合でも、浸入した水分によって電気回路部品に短絡が生じる
おそれを効果的に低減することができ、高い安全性を実現した炊飯器として有用である。
【符号の説明】
【００６７】
　１０　　蓋体
　２０　　炊飯器本体
　３１　　ヒンジ機構
　４１　　第１の回路基板（第１の電気回路部材）
　４２　　電気回路素子（第１の電気回路部材）
　４３　　フィルター基板カバー（第１の保護部材）
　５１　　第２の回路基板（第２の電気回路部材）
　５２　　電気回路素子（第２の電気回路部材）
　５３　　制御基板カバー（第２の保護部材）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図９】
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